
【拳】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。【抹】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。
【拉】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。『教育上
より見たる明治の漢字』に「拉」の字形が掲載されているが、
「拉」の字種としてではなく「将」の異体字（許容字）としての

掲載。
【挙】説文解字、五経文字には手部に掲載されているが、康熙
字典には臼部に掲載されている。
【挟】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。

抹
拉
按
括

挙
擧

舉

𦦙

挟
挾

拳
拳

マツ

ラ

アン

カツ

キョ
あげる
あがる

キョウ
はさまる
はさむ

ケン
こぶし

常①

常②

人①

常①

教 4常①

②

常①

②

常①

挟

拉

抹

舉

举

拳

括

挾

按按

拉

舉

拳

伝藤原行成

粘葉本朗詠

雲紙本朗詠

前田本北山抄

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

元暦萬葉⑬

関戸本朗詠

節用

節用

駿台雑話

庭訓往来

尺牘楷梯

北窓瑣談

節用

手 6

手 5

手 5

手 6

手 7

臼 11

手 7

手 6

こころ

こころ

坊っちやん

こころ

こころ

坊っちやん

坊っちやん

明治の漢字

陸軍 ◯

五経〈訛〉

香港

中・台・香

台湾中国・香港

中国・台湾

中・台・香

中国

台湾

香港

中国

台湾・香港

中国・台湾

香港

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・手部

説文不録

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

衡方碑

乙瑛碑

武威漢簡

智永千字文

集字聖教序

集字聖教序

敬史君碑

爨宝子碑

司馬顕姿墓誌

等慈寺碑

皇甫誕碑

温彦博碑

孟法師碑

元欽墓誌

枯樹賦

五経・手部

五経・手部

五経・隷省

五経・手部

五経・序

五経・手部

琱玉集

聾瞽指歸

聾瞽指歸

光明皇后 楽毅論

王勃詩序

聾瞽指歸

空海 金剛般若経開題

琱玉集

琱玉集

352 353

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】抹
5
拉

5
按

6
括

6
挙

6
挟

6
拳

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【拶】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。
【拭】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。
【挑】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。
【挨】2010年（平成22年）に人名用漢字から常用漢字表に追加さ

れた。
【挫】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。

①

拷
拶
指

持

拾
拭
挑

挨
挫
捌

ゴウ

サツ

シ
ゆび
さす

ジ
もつ

シュウ
ジュウ
ひろう

ショク
ふく
ぬぐう

チョウ
いどむ

アイ

ザ

ハツ
ハチ
さばく
さばける
はける

常①

常①

教 3常①

教 3常①

教 3常①

常①

常①

常①

常①

拷

挨

指

拶

拭

持

捌

挫

拷

持

挨

指

挑

拾

捌

粘葉本朗詠 .

元暦萬葉④

元暦萬葉④

元暦萬葉⑥

元暦萬葉⑲

墨流本朗詠

性霊集

続消息往来

小笠原緒礼大全

再板 農業全書 .

農家用文章大全

節用

百姓往来

節用

節用

節用

旅行用心集

商売往来

節用

手 6

手 6

手 6

古文

手 6

手 6

手 6

手 6

手 7

手 7

手 7

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

こころ

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

坊っちやん

中国・台湾 香港

中国・香港

中・台・香

台湾

中国・香港

台湾

中・台・香

中・台・香

中・台・香

中国・台湾 香港

中国

中・台・香

台湾・香港

睡虎地秦簡

説文不録

説文不録

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文不録

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

銀雀山竹簡

居延漢簡

武威漢簡

銀雀山竹簡

居延漢簡

武威漢簡

馬王堆

王舎人碑

白石神君碑

西嶽華山廟碑

石門頌

智永千字文

智永千字文

書譜

王献之 洛神賦十三行

賀蘭汗造像

蘇孝慈墓誌

雁塔聖教序

九成宮

屈元寿墓誌

等慈寺碑

五経・手部

五経・石経

九経・序

五経・手部

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

伝藤原行成

東大寺献物帳

354 355

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】拷
6
拶

6
指

6
持

6
拾

6
拭

6
挑

6
挨

7
挫

7
捌

7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【挿】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。
【捉】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。
【捗】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。JIS2004
で例示字体が変更になった。例示字体変更前は「捗」。

【挽】JIS2004で例示字形が変更された。変更前の字形は「挽」。

①

振

捜
搜

挿
插

揷

捉
挺

捗
捕
挽
掩

シン
ふる
ふるう
ふれる

ソウ　
さがす

ソウ
さす

ソク
とらえる

テイ
チョウ

チョク

ホ
とらえる
とらわれる
とる
つかまえる
つかまる

バン
ひく

エン
おおう
かばう
たちまち

常①

常①

人②

常①

②

④

常①

人①

常①

常①

人①

振

搜

捕

振

挺

插

掩

振

插

挿

搜搜

挺

捉

掩

捗捗
続消息往来 手 7 香港中国・台湾説文不録

挽
元暦萬葉⑦ 算法地方指南 手 7 中・台・香説文不録 元詮墓誌 寧陵公主墓誌 琱玉集

元暦萬葉②

屏風土代

東寺観智院本三宝絵詞

関戸本朗詠

近衛本朗詠

東寺観智院本三宝絵詞

粘葉本朗詠

節用

庭訓往来

節用

節用

節用

節用

節用

手 7

手 10

手 7

手 9

手 7

手 7

手 7

手 8 三号

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

×

干禄〈通〉

中国 台湾

香港

台湾中国

香港

台湾

中国

香港

中・台・香

中国・台湾

香港

中・台・香

中国・香港 台湾

睡虎地秦簡

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

武威漢簡

銀雀山竹簡

居延漢簡

馬王堆

漢・馬王堆居延漢簡

馬王堆

衡方碑

曹全碑

夏承碑

史晨前碑

李孟初神祠碑

智永千字文

書譜

智永千字文

書譜 集字聖教序

敬史君碑

爨龍顔碑

鄭羲下碑

楊大眼造像

元思墓誌

孟法師碑

道因法師碑

道因法師碑

世説新書

孔子廟堂碑

化度寺碑

雁塔聖教序

五経・手部・説文

五経・手部・隷省

干禄字書

五経・手部

五経・手部

王勃詩序

東大寺献物帳

琱玉集

伝空海新撰類林抄

伝空海二荒山碑文

大聖武

王勃詩序

聾瞽指歸

王勃詩序

356 357

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】振
7
捜

7
挿

7
捉

7
挺

7
捗

7
捕

7
挽

7
掩

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



に常用漢字表に追加された。「採」「采」共に常用漢字だが、
常用漢字表に載っている読みは「採」は「サイ・とる」だが
「采」には「サイ」しか載っておらず、「とる」は常用外の読
み。

【掛】中国では「掛」は使わず「挂」を使うようだ。日本で
も「挂」を使っていたが、江戸時代からは「掛」が使われ始
める。干禄字書では「掛」を俗、「挂」を正としている。漱石
は「卜」ではなく「戈」を書いているが、このような異体字
があったのだろうか？

【掘】漱石は「堀」の字体を書いている。
【捲】JIS2004で例示字形が変更、画数も1画減った。
【控】「扌＋口」の異体字があったらしい。
【採】現代中国では「採」を使わず「采」を使う。干禄字書は
「採」を通、「采」を正としている。「采」は2010年（平成22年）

掛
挂

掬

掘
掲
揭

捲
捲

控

採
采

かける
かかる
かかり

カイ
ケイ
かける

キク
すくう
むすぶ

クツ
ほる

ケイ
かかげる

ケン
まく
まくる
めくる

コウ
ひかえる

サイ
とる

サイ
とる

常①

②

0人①

常①

常①

人③

人①

変更前

常①

教 5常①

常①

挂

掘

控

掬

捲

捲

揭揭

采

掘

控

掬

控

揭

三体白詩詩巻

元暦萬葉⑬

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

伝菅原道真

平清盛願文

玉泉帖

粘葉本朗詠

元暦萬葉②

農家用文章大全

百姓往来

庭訓往来

節用

仮名手本忠臣蔵 .

百姓往来

百姓往来

節用

手 8

手 6

手 8

手 8

手 9

手 8

手 8

手 8

采 0

こころ

坊っちやん

こころ

坊っちやん

こころ

こころ

こころ

こころ

×

◯

干禄〈俗〉

干禄〈通〉

中・台・香

中国・香港

台湾

中国・台湾 香港

台湾中国

香港

香港

中国・台湾

中国 台湾

香港

中・台・香

甲骨 金文

説文不録

説文・手部

説文不録

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文不録

説文・木部 居延漢簡

武威漢簡

馬王堆

孔宙碑

熹平石経

書譜

集字聖教序

淳化閣帖

集字聖教序

集字聖教序

論経書詩

高貞碑

元暉墓誌

永泰公主墓誌

化度寺碑

皇甫誕碑

干禄字書

五経・手部

九経・手部

干禄字書

五経・爪部

王勃詩序

性霊集

法華義疏

風信帖

大聖武

王勃詩序

聾瞽指歸

358 359

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】掛
8
掬

8
掘

8
掲

8
捲

8
控

8
採

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【据】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。常用漢字表に音読みが載っていない字。

捨
捨

授

掌

捷

推
据
接

措

シャ
すてる

ジュ
さずける
さずかる

ショウ

ショウ
はやい

スイ
おす

すえる
すわる
キョ

セツ
つぐ

ソ

教 6常①

旧字体

教 5常①

常①

人①

卿 6常①

常①

卿 5常①

常①

捨

掌

推

授

接

捨

接

据

推

捷

接

措

元暦萬葉⑫

元暦萬葉⑥

関戸本朗詠粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

関戸本朗詠

雲紙本朗詠

元暦萬葉②

粘葉本朗詠

伏見天皇願文

算法地方大成

女大学

婬事戒

小笠原緒礼大全

節用

節用

庭訓往来

節用

手 8

手 8

手 8

手 8

手 8

手 8

手 8

手 8

坊っちやん

坊っちやん

こころ

こころ

坊っちやん

こころ

こころ

こころ

こころ

こころ

国定教科書

陸軍

×

◯

◯

中国・台湾

香港

中・台・香

中・台・香

中・台・香

中国・台湾 香港

中国

中・台・香

台湾

香港

中・台・香

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文・手部

銀雀山竹簡

武威漢簡

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

武威漢簡

北海相景君碑

礼器碑

乙瑛碑

石門頌

熹平石経

十七帖

集字聖教序

魏霊蔵造像

鄭黒墓誌

楊大眼造像

元欽墓誌

高慶碑

皇甫誕碑

皇甫誕碑

太僕卿元公墓誌

泉男生墓誌

道因法師碑

九成宮

干禄・序

五経・序

五経・序

五経・手部

五経・手部

干禄字書

五経・手部

聾瞽指歸

聾瞽指歸

琱玉集

聾瞽指歸

金剛場陀羅尼経

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

360 361

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】捨
8
授

8
掌

8
捷

8
推

8
据

8
接

8
措

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


